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立志祭で一回り成長！

それぞれの部門に分かれて準備に励んできた立志祭。ついに１０月８日（土）の本番当日を迎え、大盛況の

内に終了することができました。保護者の方々が多数ご来場くださり、日頃の教育活動の成果をご覧いただく

ことができたことに感謝いたします。これまで生徒たちは、立志祭の準備のために先輩や後輩と連携しながら

多種多様な活動を展開してきました。大人社会では異年齢間の連携は当たり前の営みですが、生徒たちにとっ

ては数少ない貴重な場面です。立志祭の活動を通して、コミュニケーションやチームワーキングの重要性を体

験的に学んでいく中で、自己有用感や肯定感が育まれ、その経験が自信となり今後の学校生活の意欲につなが

ります。今後も様々な行事が用意されて

いますが、それぞれの場面で煌華学年の

一人一人が伸びやかに成長できるよう応

援よろしくお願いいたします。

＜各部門 準備活動の様子＞

前期が終了しました
本日の終業式をもって、今年度の前期が終了しました。煌華学年のみなさんにとっては、中学校生活の半

分が経過したことになります。本日配付した通信簿には、学級担任から前期の頑張りと今後に向けた励まし

のコメントが個別に記載されています。半年間の学校生活の様子について、どうぞご家族でご覧になり、本

人の励みとしていただければと思います。なお、通信簿は後期始業式の日に一度提出となりますので、「家庭

から」への記入と保護者印を押印の上、学級担任へご提出下さるようお願いいたします。

後期活躍の場
合唱コンクール … 合唱をつくりあげると同時に、学級の輪を深めます。

にしせんマラソン ・駅伝・なべっこ … 団結力や社会性の向上を目指します。

後期生徒会・専門委員会 … 生徒会活動の主軸が２年生にシフトします。

上級学校訪問 … 将来を現実的に見つめるよい機会となります。

後期は、来年度３学年に進級するための大切なステップとなります。学校活動の主軸として自

覚ある行動が求められるほか、再来年度以降の進路に向けて進路先と努力目標を具体化していく

準備が必要となります。あっという間に過ぎ去っていく中学校時代ですが、それぞれの時期に適

切な成長を遂げることができるよう応援していきたいと思います。

煌 華

時 間 割 スクール
行 事 等 備 考

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ バス

後期始業式 専門委員会 特別日課
17（月） 始業式 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 通常運行

合唱練習

全校一斉基礎テスト（数学）18（火） 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 通常運行
合唱練習

19（水） 合唱練習 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 通常運行

20（木） 合唱練習 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 通常運行

にしせん駅伝・マラソン・なべっこ にしせん駅伝・マラソン 15:15あり21（金） ／ ひまわり撤去（予定）
合唱練習 特別日課 ※駅伝・マラソン中止の場合、金曜日の授業 通常運行

22（土）

23（日）

※裏面につづく スクールバスの通常運行時間 16:50 18:50

★数学の基礎テスト★

前回よりも範囲が広くな

りました。理解が不十分な

箇所は、秋季休業を活用し

て克服しておきましょう。

連立方程式、一次方程式、

等式の変形、式の計算、etc.

総務部門 ステージ部門 アナウンス部門

吹奏楽部門 縁日部門 校内装飾部門 教科展示部門劇 部 門



立志祭の様子
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振
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私
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ば
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ま
ず
、
学
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で
す
。
前
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の
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は
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そ
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え
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次
に
、
生
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で
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。
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で
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早
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早
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日
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し
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か
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べ
る
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規
則
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す
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と
が
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つ
一
つ
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た
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す
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特
に
帰
宅
後
、
お
風
呂
ま
で
の
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て

い
た
の
で
、
後
期
は
素
早
い
行
動
を
心
が
け
た
規
則
正

し
い
生
活
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
部
活
動
に
つ
い
て
で
す
。
前
期
は
コ
ン
ク
ー

ル
も
あ
り
、
演
奏
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
、
自
分

の
技
術
を
磨
く
こ
と
を
頑
張
り
ま
し
た
。
後
期
か
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体
的
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を
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、
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し
て
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と
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習
す
る
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間
も
限
ら
れ
て
く
る
の
で
、
部
活
動

の
時
間
を
今
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り
も
大
切
に
使
お
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
前
期
の
経
験
を
生
か
し
、
後
期
で
、
よ

り
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。


